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■つくばエクスプレス
●つくば駅　＜改札を出て、A3出口 ＞
バス： つくばセンターバスターミナル ６番のりば 
　「筑波大学循環右回り」で大学会館前下車（10～15分）

■東京駅から高速バス　(高速バス乗り場２番バス停)
●東京駅八重洲南口から「つくばセンター」「筑波大学」行きバス
・「筑波大学」行き　大学会館前下車（約73分）

■ＪＲ常磐線
●ひたち野うしく駅 
バス： 東口　１番のりば

　　JRバス／関東鉄道バス「つくばセンター」行き
または「筑波大学病院」行き

　つくばセンターで乗り換え
→つくばセンターから「筑波大学循環右回り」 (45～50分)
タクシー： 東口から 20～25分

●荒川沖駅
バス： 西口　４番のりば

　　関東鉄道バス「つくばセンター」行き
または「筑波大学病院」行き

　つくばセンターで乗り換え
→つくばセンターから「「筑波大学循環右回り」 (45～50分)
タクシー： 西口から 20～25分

●土浦駅
バス： 西口　３番のりば

     関東鉄道バス「つくばセンター」行き
または「筑波大学病院」行き

　つくばセンターで乗り換え
→つくばセンターから「筑波大学循環右回り」(45～50分)
タクシー： 西口から 15～20分
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　学術情報メディアセンターは、開学以来の歴史を持つ教育機器センターと学
術情報処理センターを改組して、平成 16 年度に発足しました。平成 19 年度
より、大学本部及び情報化戦略担当副学長に直結した全学情報基盤組織であ
る情報環境機構の中に再編されました。
　当センターは、情報環境ならびにそれを用いた情報サービスに関する研究開
発と、情報基盤の整備・運用ならびにサービスを行います。主な業務として、
　１．　情報基盤の整備計画の立案
　２．　基幹情報ネットワークの整備・運用ならびにサービスの提供
　３．　全学計算機環境の整備・運用ならびにサービスの提供
　４．　ｅラーニングなどの教育用クラウド基盤の整備・運用並びに関連する

メディアの利活用
　５．　情報セキュリティの確保、インシデントへの対応
　６．　情報基盤に基づいた多様なサービスの提供
などがあります。これらの業務の遂行と、業務に関連した先端的な研究開発は、
次の４つの研究開発部門体制で進められています。
　１．　ネットワーク研究開発部門
　２．　情報システム研究開発部門
　３．　情報セキュリティ研究開発部門
　４．　統一認証システム研究開発部門
　また、これらの研究開発部門とは別に、教育クラウド室を設置し、manaba
による e-Learning システムの運用とそのコンテンツ整備、他の e ラーニング
拠点プログラムとの連携、動画メディア基盤・クラウド連携基盤の整備を行っ
ております。

２

センターの役割・機能

組織図

１

センター長ご挨拶

沿革
昭和４９年　４月　　学内共同利用のための計算センターを設置。 「いつでも、どこからでも、簡単に、誰でも使用できる」ネッ

トワーク指向のシステム構築を開始した。
　　　　　　　　　　研究・情報処理教育（新入生全員必修）・事務処理のための運用開始。
昭和５０年　４月　　教育機器に関したサービス等を目的に、教育機器センターを設置。
昭和５３年　４月　　学術情報検索システムの構築を含め、幅広い情報システムの共同利用を目的に学術情報処理センターに

改組。
昭和５６年　４月　　学術情報検索システムUTOPIA 運用開始。（平成１６年８月まで運用）
平成　４年　４月　　SINET への接続・運用開始。
平成　６年　３月　　高速ネットワーク装置ATMの導入。
平成　６年　４月　　スーパーコンピュータの運用開始。平成１３年度よりレンタル化。
平成　８年　９月　　高速ネットワーク装置ATMの２回目の導入。
平成　９年　　　　　スペース・コラボレーション・システム（SCS）の筑波１局（筑波地区）設置・運用開始。
平成１３年　９月　　補正予算により、高速キャンパスネットワーク設置。
平成１４年　９月　　スーパーSINET への接続・運用開始。
平成１４年１０月　　図書館情報大学と筑波大学の統合に伴い、図書館情報大学の総合情報処理センターを筑波大学の学術情

報処理センターに統合。
平成１５年　４月　　つくばWANへの接続・運用開始。
平成１６年　４月　　教育機器センターと学術情報処理センターを統合し、学術情報メディアセンターを設置。
　　　　　　　　　　技術部門体制を採用。4部門体制をスタートさせる。
平成１７年　４月　　e-Learning 部門を独立させ、５部門体制とする。
平成１８年　４月　　春日メインシステムを教育用システムに統合し、THINCLIENT 型システムで運用開始。
　　　　　　　　　　WEBCTのサイトライセンスを含む e-Learning システムのレンタル開始。
平成１９年　４月　　情報環境機構が設立され、学術情報メディアセンターは機構内に位置づけられる。
　　　　　　　　　　３研究開発部門体制とする。
平成１９年　５月　　SINET3 への接続、運用開始。
平成１９年　９月　　１０GSWを核とした、新キャンパスネットワークをリース契約で導入し、運用開始。
　　　　　　　　　　SINET3、つくばWANとのマルチホーム接続による運用開始。
平成２１年　３月　　従来の教育用計算機システムと分散サテライトシステムを統合した全学計算機システムの運用開始。
平成２１年　４月　　統一認証研究開発部門を独立させ、４研究開発部門体制とする。
平成２１年　９月　　eラーニング推進室を設置。翌年度より学習管理システム「筑波大学Moodle」の運用開始。
平成２１～２２年度　学内無線 LANシステムを整備。
平成２３年　４月　　SINET4 への接続、運用開始。
平成２４年　４月　　e ラーニング推進室を改組し、教育クラウド室を設置。メディア研究開発部門を教育クラウド室に統合。

分散情報システム研究開発部門を情報システム研究開発部門に名称変更。情報セキュリティ研究開発部
門を新設。

平成２５年　３月　　全学計算機システム更新。
平成２５年　９月　　学習管理システムmanaba 公開開始。
平成２７年　９月　　キャンパス情報ネットワークシステム更新。
平成２８年　４月　　SINET5 への接続、運用開始。
平成２９年　３月　　全学計算機システム更新。
令和　４年　４月　　SINET6 への接続、運用開始。

学術情報メディアセンター長
システム情報系　教授

滝　沢　穂　高

　今日、世界中の人々はネットワークで繋がっており、すぐ隣の人とはもちろん、地球の
裏側や宇宙にいる人ともやりとりができるようになりました。また、ネットワークにはさま
ざまな情報が知識として蓄えられ、誰でもいつでも利活用できるようになりました。ネット
ワークは人間の社会活動を支える重要なインフラの一つになっています。
　情報環境機構 学術情報メディアセンターは、本学の 2 つのキャンパスと 11 の附属学
校などの情報環境を整備、運用、管理する部局で、16箇所のサテライト（コンピュータ室）
に設置された 1,000 台以上の教育用コンピュータや学群・大学院で使用されている
13,000 台以上の研究用コンピュータ、400 個以上の無線 LAN システムなどを通して、
20,000 名以上の学生・教職員に様々なサービス、例えば、インターネット接続、マルチ
メディア、セキュリティ、パスワード認証、e-ラーニングを提供しています。
　さて、ネットワークやコンピュータなどの情報技術は秒進分歩で進歩すると言われてい
ます。昨日の最新技術は、今日の当たり前、明日には時代遅れになっていることがあります。
そのような技術の進歩に追従するために、本センターではネットワーク研究開発部門、情
報システム研究開発部門、情報セキュリティ研究開発部門、統一認証システム研究開発
部門、教育クラウド室の教員・技術職員などが、学内の他の部局や学外企業の皆様のご
支援を受け、日々研究開発を続けております。
　学術情報メディアセンターは、本学の先進的な教育と研究の土台を支える大切な役割
を担っており、今後も安定した情報環境を提供できるように努力してまいります。皆様の
ご指導とご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。
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■ キャンパス情報ネットワークシステム

４３

基幹ネットワーク機器

　学内ネットワークの基幹部分の運用管理や、ファイアウォー
ル等によるネットワークセキュリティを強化するためのシステム
の運用管理、利用者の所有するパソコン等を接続するアクセス
ポイントの運用管理、学外研究ネットワークの運用支援などの
各種の業務を行うとともに、最新のネットワーク技術やセキュリ
ティに関する研究開発を行っています。

■１． キャンパス情報ネットワークシステム
　
　キャンパス情報ネットワークシステムは，筑波大学の情報
基盤ネットワークとして運用されています。このシステムの特
徴は、利便性とセキュリティを可能な限り両立させ、時間的
制約の大きいマルチメディアデータの支線間での伝送が可能
な広帯域をサポートしていること、基幹ネットワークと支線ネッ
トワークとの接続やインターネット接続等の可用性を高めたこ
と、そして、複数のキャンパスのネットワークを一元的に管理
している点にあります。
　ネットワークの構成はシンプルな２層構造です。筑波キャン
パスでは、学術情報メディアセンターに配置されたコアスイッ
チに、各部署に設置された 400 台規模のフロアスイッチが
光ケーブルによって直接接続されています。IP ルーティング
機能を有するコアスイッチは、フロアスイッチを接続する 10
ギガビットイーサネットワーク回線を収容しています。基幹ネッ
トワークの接続は光ケーブルを用いることを原則としています。
　フロアスイッチは、学内各組織の支線 LAN から 10Gbps 
の高速回線を容易に利用することが可能なだけでなく、IP ア
ドレス等によるアクセス制限機能、VLAN 機能などの様々な
セキュリティ対策のための機能を有しています。
　学内サブネットワークと学内ルータとの間にはファイア
ウォールが設置されており、セキュリティの強化が図られた構
成となっています。また、筑波キャンパスには SINET6 の回
線を終端する境界ルータを設置してあり、インターネット上に
接続されている全てのネットワークへのルーティング情報を入
手することにより、ネットワーク接続についての制御を実現し
ています。
　東京キャンパスは、SINET6 により提供される VPN 接続
を使って、筑波キャンパスと接続されています。さらに、遠隔
地にある研究施設および附属学校等の本学関連施設へは、
広域イーサネットサービスや一般インターネット回線を用いて
筑波キャンパスと VPN 接続されています。これにより、複数
のキャンパスを一元的に管理運用しています。

■２． 学内無線 LANシステム

　学群・学類・大学院用のほぼ全ての講義室や食堂などの共
用スペースに無線 LAN アクセスポイントを設置して、学生・
教職員が所有するノートPC 等を学内ネットワークに接続する
ためのサービスとして、学内無線 LAN システムを運用してい
ます。無線 LANに関する必要な設定を行い無線 LANアクセ
スポイントに接続し、ブラウザを起動して、統一認証 ID とパ
スワードを入力することにより、学内ネットワークシステムを経
由してインターネット接続ができるようになります。

■３． 国際学術無線 LANローミング基盤

　教育・研究機関の間でキャンパス無線 LAN の相互利用を
実現するローミングサービスであり、世界規模で展開されて
いる、国際学術無線 LAN ローミング基盤「eduroam」を
学内無線LANシステム上に展開しています。これにより、学生・
教職員が訪問先の eduroam 参加機関にてローミングサービ
スを利用できます。また、筑波大学への来訪者（例えば、学
内施設を利用する学会などのイベントの参加者）に、インター
ネットアクセス環境を提供しています。

■４． UPKI 電子証明書発行サービス

　国立情報学研究所の UPKI 電子証明書発行サービスに参
加して、サーバ証明書、クライアント証明書、ならびに、コー
ド署名用証明書の発行申請を受け付けています。筑波大学の
教職員が、本サービスにおける各証明書の利用管理者として、
学術情報メディアセンターに発行申請することにより、各証明
書が無料で発行されます。

第１部門　ネットワーク研究開発部門
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体芸図書館サテライト 医学図書館サテライト 図書館情報学図書館サテライト 大塚図書館サテライト

６５

　教育用の計算機システムである全学計算機システムの運用・管理、学内の各
組織で必要となる情報発信のためのサーバのレンタル (ホスティング )業務を行っ
ています。このほか、学内で利用可能なソフトウェアのライセンスの管理や特別な
割引を適用できるようにするためのライセンスの契約およびそれらのサポートを
行っています。
　また、これらの業務と関連して、コンピュータを安全・便利に利用できる技術
の提供を行うための研究開発を行っています。

■１． 全学計算機システム

　全学計算機システム ( 共通教育システム ) は、共通科目情報をはじめとし、
各学類・専攻における計算機を用いた授業のため、また、学生が日常、学習
や学生生活で利用するために、合計 1000 台以上の端末から構成されたシス
テムです。端末は Linux/Windows のデュアルブート方式です。
　本システム上には、全教員と全学生のアカウントが用意され、メール送受信、
Web ページ公開のほか、Windows 端末上で利用可能なソフトウェアは 80 
種類以上、Linux 端末上で利用可能なソフトウェアは 70 種類以上が導入さ
れています。

■２． レンタルサーバ

　学内の組織にWeb サーバやメールサーバの管理・運用サービスを提供して
います。学内組織のさまざまなニーズや規模に対応するため、以下の専用レン
タルサーバと汎用レンタルサーバのサービスを提供し、ハードウェアやソフトウェ
アの管理をセンターが行っています。また、レンタルサーバの一部機能を学内
向けに無償で開放したメーリングリストサービスも提供しています。

■　専用レンタルサーバ
　大規模なサービスや特殊なニーズに対して個別にコンサルティングを行い、
専用のシステムとして管理やサポートを行います。この形態の実績としては、
筑波大学公式Webサイトをはじめ、様々なサイトがあります。

■　汎用レンタルサーバ
　中規模の Web サーバとメールサーバをサポートする、共通仕様のレンタ
ルサーバシステムです。学内の組織・団体などを対象として独立したサーバ
を割り当て、コンテンツやアカウントを管理する Web インターフェースを提
供します。OS やアプリケーションのバージョンアップやセキュリティアップ
デートは自動的に行われます。学生組織・学生団体公式Webサイトをはじめ、
数多くの組織にサービスを提供しています。

■　メーリングリスト(ML)サービス
　学内の教員・職員が研究・教育・業務などでメーリングリストを運用でき
るサービスを提供しています。ウェブ上で ML の設定ができるので、初心者
でも比較的容易にMLの管理・運用が可能です。

第２部門　情報システム研究開発部門

■ 全学１6のサテライト



認証
反映

統一認証
システム

認証

認証

認証

認証

反映

連携

シングル
サインオン
システム

ローカル
認証サーバ

ローカル
認証サーバ

学習管理システム manaba

電子図書館システム

教育情報システム TWINS

全学計算機システム

アクセスポイント接続サービス

統一認証システムと各システムとの連携

統一認証サーバー

　全学計算機システムや学内の無線 LAN アクセスポイント等を
始めとする学内のさまざまなシステムにおいてパスワードを共通
化し、同じパスワードでの認証を実現する統一認証システムを導
入し、管理・運用する業務を行っています。また、この統一認
証システムと連動して稼働するシングルサインオンシステムの管
理・運用や、安全で利便性の高い認証機構の実現に向けた研究
開発に取り組んでいます。

■１． 統一認証システム

　学内のさまざまな計算機システムにおいて共通のパスワード
による認証を実現する統一認証システムを運用しています。こ
のシステムにより、利用者は同一のパスワードを用いて各種の
システムにログインしたり、サービスを利用したりすることが可
能になっています。統一認証システムにより共通化されたパス
ワードの変更や登録されている情報の閲覧等は、統一認証シ
ステムのウェブサイトで行うことができるようになっています。
また、パスワードを失念した場合の再発行の手続きは、学術
情報メディアセンターや附属図書館の窓口等で行うことができ
ます。このシステムは、職員証や学生証を用いた入退館システ
ムとも連動しています。

　現在は、以下のシステムを含むさまざまなシステムで統一認
証システムのパスワードを用いた認証が可能になっています 
(シングルサインオン方式によるものを含む )。
　・全学計算機システム
　・アクセスポイント接続サービス
　・電子図書館システム
　・学習管理システム
統一認証を利用するシステムはWebサイトでご確認ください。

■２． シングルサインオンシステム

　シボレス (Shibboleth) と呼ばれる方式によって稼働するシ
ングルサインオンシステムを導入し、管理・運用しています。
　シングルサインオンシステムは、一度のログイン作業だけで
さまざまなシステムに対する認証を一括して済ませる機構です。
これにより、シングルサインオン機構を採用している複数のシ
ステムを連続して使用するような場合の認証作業が簡便になり
ます。このシングルサインオンシステムは統一認証システムと連
動しているので、共通化されたパスワードが使えるようになっ
ています。現在は電子図書館システムや e-Learning システム
等、一部のシステムでシングルサインオンを実現しています。
　また、このシングルサインオンシステムは、国立情報学研究
所 (NII) と全国の大学の連携によって構築・運用されている
UPKI イニシアティブの学術認証フェデレーション「学認」に
も参加しています。

第４部門　統一認証システム研究開発部門

８７

　ビッグデータ時代の到来とともに、ネットワーク環境下におけ
る情報セキュリティリスクが多様化・増大化し、ネットワークの
管理・運用だけでなく、そこを行き交う情報すなわち” コンテンツ”
の適切な取扱いが求められるようになってきています。
　情報セキュリティ研究開発部門は、巧妙化する様々な情報イ
ンシデントに対して迅速かつ適切に対応し、キャンパス情報ネッ
トワークにおける情報セキュリティリスクを可能な限り抑えるため
に、当センターのネットワーク研究開発部門および本学情報セ
キュリティインシデント対応チーム ( 筑波大学 ISIRT) をはじめと
する本学情報セキュリティ技術に関連した委員会等との連携によ
り、情報インシデントが発生している組織のネットワークへの技
術的対応と支援を行っています。また、ネットワーク運用・管理
者の情報セキュリティ技術のレベル向上とネットワーク利用者の
情報セキュリティおよび情報の取扱いに関するモラル向上のため
に、本学学生および教職員を対象とした情報セキュリティセミ
ナーの教育企画、啓蒙活動も行っています。
　さらに、様々な情報システムやそれに関連するサービスを安心
して利用できるようにするための情報セキュリティ技術およびレジ
リエント情報通信ネットワークに関連した研究開発にも取り組ん
でいます。

■１． キャンパスネットワークのセキュリティ　
強化のためのファイアウォール運用ポリシー

　当センターネットワーク研究開発部門との連携により、キャ
ンパスネットワークにおいてゾーン制ファイアウォールの導入に
よるセキュリティレベルの体系化を行いました。
　具体的には、接続される情報機器の用途ごとに、以下の 5
つのファイアウォール運用ポリシーを策定し、本学が所有する
グローバルアドレスの付与された各情報機器はそのいずれか一
つの運用ポリシーに基づき運用を行う、というものです。すな
わち、キャンパスネットワークの管理・運用においては、キャ
ンパスネットワークに接続されるすべての情報機器に対して、
それぞれ 5 つのファイアウォール運用ポリシーのいずれか一つ
が必ず適用されるようになります。
　5つのファイアウォール運用ポリシーは以下のとおりです。

　（P1）クライアントポリシー
　（P2）学内公開ポリシー
　（P3）テレビ会議ポリシー
　（P4）学外公開ポリシー
　（P5）外部レベルポリシー

　このため、従来のように同一セグメント上にサーバとクライア
ントが混在することがなくなり、情報インシデントが発生した場

合に、他のセグメントに接続されている情報機器への被害を最
小限に抑えることが可能となります。

■2． キャンパスネットワーク上での情報インシ
デントの現状と対策

　サイバー犯罪が多様化・巧妙化する中で、ここ数年の情報
インシデントの傾向が大きく変わってきました。以前は、キャ
ンパスネットワーク上で P2P 利用違反が多かったのですが、
現在は、その件数をほぼ0までに抑止することができました。
　しかし、その一方で、キャンパスネットワークに接続されて
いるサーバ類の脆弱性を悪用した情報インシデントが後を絶た
ないのが実情です。その原因の多くは、各サーバの OS（オペ
レーティングシステム）やそこにインストールされている各種ア
プリケーションソフトの更新不備および各サーバに対するアク
セス制御に関する設定不備等のモラルハザードによるものです。
特に、不備があることに気づかないままキャンパスネットワー
クに接続されているサーバ類の存在は否めない状況です。その
ような状況が改善されないままサーバ類の運用が継続している
と、それが原因で情報漏えいにつながる重大な情報インシデ
ントにまで発展する可能性もあります。
　また最近の事例では、宅配業者等を装ったショートメッセー
ジが個人のスマートフォン等に送付されてきて、偽のサイト
（フィッシングサイト）に誘導される通信が多数観測されていま
す。その多くは、ショートメッセージに記載されたURLをユー
ザが誤ってクリックしてしまったり、メールソフトのリモートコ
ンテンツ読み込み機能がONになっていることが原因で、フィッ
シングサイトへの通信が発生しているようです。現状では、本
学基幹ネットワークのファイアウォールによるフィッシングサイ
トへの通信遮断が幸いし、そのサイトへの接続による被害は確
認されていません。
　情報セキュリティ研究開発部門では、キャンパスネットワー
ク上で発生する様々な情報インシデントに対して、筑波大学
ISIRT との連携によるこれまでのインシデント対応に加え、平
成 30 年 2 月から、キャンパスネットワークに接続されたサー
バ類を対象にした脆弱性検査を、当センターネットワーク研究
開発部門との連携により定期的に実施しています。
　また、サイバー攻撃や脆弱性に関する注意喚起や情報機器
を適切に管理するための情報を、学内向けのウェブサイト「サー
バセキュリティ情報提供サービス」とメールマガジン「セキュ
リティNEWS」で配信しています。 

第３部門　情報セキュリティ研究開発部門
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医学図書館サテライトc
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共通教育システム:東京地区
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東京キャンパス
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　全学計算機システム
（共通教育システム・サテライト）

（共通教育システム：図書館）
全学計算機システム

1-11
a - e 全学計算機システムサテライト

学内無線LANシステムが利用できる棟★

全学計算機システムサテライトと学内無線LANシステム配置図

10９

講義収録システムとサーバ

学習管理システム

　教育クラウド室は、学内のeラーニングを推進し、ICTによる教育
の質の向上を目的として設置されました。主な業務としては、全学
を対象とした学習管理システム（LMS）の運営があります。また、こ
れまでのテキストベースの教材から、より教育効果の高い動画を
中心とした教材の拡充を目指し、講義自動収録・遠隔講義システ
ムの導入などを進めるとともに、各種マルチメディア・コンテンツの
制作・配信を行っています。さらに、学内の教育研究活動を外部に
発信するための活動として、筑波大学オープンコースウェア
（TSUKUBA OCW）の運営も行っています。教育クラウド室は、こ
うしたさまざまな学内の教育用情報システムを集約する「クラウド
基盤」としての役割を担っています。

■１． 学習管理システム

　学内向けのLMSとしてmanabaを導入しています。これにより、
　・ 講義アウトラインの作成・管理
　・ 講義資料の配布
　・ レポート課題や小テストの実施
　・ 教室外での教員-学生間のコミュニケーション
などを支援することで、教育活
動のさらなる活性化を図ってい
ます。教育クラウド室では、LMS
の運用を行うとともに、ヘルプデ
スクの設置や利用者向け説明
会の開催などにより、学生と教
員の双方に対する利用支援を
行っています。さらに、講義自動
収録システムや、LMSと連携し
た動画配信サーバの整備を進めています。これにより、教員の動画
による教材作成を支援しています。

■２． 遠隔講義・自動収録システム

　本学で開催される講義の動画収録や、複数の教室を結んでの遠
隔講義を、出来る限り少ない手間で実施するために導入されたシ
ステムです。あらかじめシステムに入力された予約情報に従い、各
教室に配置された各種装置が自動的に起動し、遠隔講義や講義
収録が自動で開始されます。また、収録された動画は、manabaを
介して受講者に配信することが可能です。

■３． 教育クラウド基盤

　本学では、全学LMSの他にも、医学医療系が推進する「全国が
んプロeラーニングクラウド」など、先進的なeラーニング活動が展
開されています。教育クラウド室では、こうしたさまざまなeラーニ
ングシステムを一つのクラウド基盤上に統合するためのインフラ整
備を進めています。これにより、学内での組織間連携の強化や運用
の効率化を図ります。

■４． オープンコースウェア

　本学の教育研究活動を学外へ発信するために、教育クラウド室
ではオープンコースウェア（OCW）の活動を展開しています。特に、
動画を中心とした教育コンテンツの拡充を目指し、筑波大学オープ
ンコースウェア（TSUKUBA OCW）を運営しています。

■５． メディアサービス

　教育クラウド室では、マルチメディア・コンテンツの飛躍的な増加
と多様化に対応するために、各種フォーマットによる教育研究に関
わるコンテンツの編集・変換・提示・配信などに関する支援を行っ
ています。また、撮影用カメラ、編集機器等のマルチメディア機器の
管理運用やビデオ制作サービスを行っています。また、本学開学以
来の数多くの貴重な映像を、デジタル情報としてアーカイブしてい
ます。

（１）ビデオ制作・編集サービス
　学内組織の紹介ビデオなどの広報用ビデオテープ・DVDや講
義収録ビデオなどの制作のサービスを行っています。また、シン
ポジウム、セミナー、学内行事などの撮影および中継・収録を行
い、DVDに仕上げます。

（２）映像・音声系教材および資料制作サービス
　ビデオ・オーディオには、VHS、miniDV、DVCAM、U-matic、
BETACAM-SP、Hi8、DVD、オープンリール、カセット、DAT、
MD、CDなど多くの種類の媒体や方式が存在しますが、可能な
機器を各種取り揃え、教材や資料の制作を支援します。また制
作の場として、スタジオ、録音室、編集室などがあります。

（３）映像コンテンツ・デジタルアーカイブ・サービス
　開学以来の貴重なアナログ映像が約1,000本保存されてい
ます。これらの映像をデジタル映像として利用できるように変換
し、本学周辺の四季折々の光景などと併せて、学内向けに公開
するためのデジタルアーカイブ・サービスを準備しています。

教育クラウド室


